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目 的 

・ カリキュラム・マネジメントの考え方について理解するとともに，ミドルリーダーとして学校教 

 育実践を推進していく力を身に付ける。 

・ 自校の教育課題を改善し，児童生徒の学力向上のために，学習指導要領を具体化できる授業実践 

 力を身に付ける。 

研修Ⅰ【実践交流・講義】 

 「授業力向上のためのカリキュラム・マネジメントについて ～概念化シートを活用して～」 

                         講師：美馬市立江原中学校 河野 昭一 教諭 
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平成25年度 第３回 授業力向上カリキュラム・マネジメント研修 平成26年１月31日(金)実施 

そのためには… 

学びのプロセスモデル  新しく学んだこと（体験）から気付

きの確認，整理（内省）をする。そし

てその気付きを分類し，価値付けや意

味付けを行うこと（概念化）を通して，

自己の成長や課題を明確にし（振り返

り），次の目標を設定する。 

 意識して子どもの学習活動に
落とし込む必要がある。 

・ あの時のことと重なるよ。 

・ あの時の経験が生かせるね。 

・ 前の時は～だったから，今度もきっと～なるんじゃ 

 ないかな。 

概念化 
 自らの体験を整理し，抽象化・一般化

することで，他の事例に適用できるよう

にする。 

 気付きを分類し，共有化して関

連付けることで構造化を図る。 
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・ 学びの再構 

 成を図るため 

 のツール。 

・ グループで 

 活動の際に使 

 用する。 

 気付いたことなどを付箋に書いて，ＫＪ法
で分類したものを構造化し，一般化すること
で次の経験に生かす。 
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次につながる 

 

PDCAサイル 

 子どもの気付き
や課題にふさわし
い次の体験を用意
することで，PDCA
サイクルが発展的
なものになってい
く。 

 教師に制御

された学習活

動から，自立

した学習活動

へ。 

平成23年度から２年間，徳島県からの県外
人事交流において，介良中学校で勤務 



研修Ⅱ【講義】「ミドルリーダーに期待すること」  講師：高知市立城北中学校 松下  整 校長 

 学校目標の具現化を図る
ために，授業の中でめざす
目標を記入する。 

 学校教育目標，研
究主題を意識してリ
サーチし，PDCAサイ
クルを構築する。 

＜実践交流を通して＞ 

・ 職場は違っていても子どもに力を付けたい 

 という同じ思いをもって実践している仲間の 

 パワーを感じることができた。 

・ 各校の課題に対する学校としての取組目標， 

 学級担任専科制等による学力向上のための効 

 果的な手立てや具体物例を教えていただき， 

 今後に生かせる有意義な時間となった。 

・ 多忙ではあるけれども，しっかり実態把握 

 をし，手立てをしっかり立て，実践をしてい 

 くことが子どもたちへの力になることを実感 

 した。 

カリキュラム・マネジメントシートを活用した実践交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カリキュラムを 

マネジメントする 

○ 子どもの具体の姿がわかるような計画の練り上げ 

○ 教員一人ひとりのカリキュラムをマネジメントする力が必要 

＜カリキュラム編成の留意点＞ 

○ 学校の主体性を発揮する必要性 

○ 校長のリーダーシップのもと，全教職員の協力の必要性 

○ 学級や学年，教科などの枠を超えた教師同士の連携協力の重要性 

○ 学校や生徒，地域の実態に応じた，家庭や地域の連携が図られた内容での編成 

学校長が求めるミドルリーダーの力とは… 
・ 学校教育目標を具現化するために組織で対応することができる力 

・ 教科や教科外での活動において，無駄なく同じ方向を向いて教育活 

 動を行うことができる力 

「子どものために何ができるか」提案型の学校運営に参画を！ 

＜学力向上・学習習慣確立への取組＞ 

・ 研究主題「生きる力を高めるためのコミュ 
 ニケーション力の育成」 

・ はがき新聞，小社会ノートの取組 

・ 授業の様子の取材・報道 

・ 先進校への派遣，研修 

城北中学校の取組から 

＜生徒が活躍できる場の設定＞ 

・ 新年度，組織職員会での所信表明 

・ ＰＴＡ総会での発表活動 

・ 生徒代表と教職員の合同会議 

・ ３年生から１，２年生へ進路についての 

 アドバイス 

 

リーダー性の養成 

上級生に憧れる学校づくり 
リーダー性の養成 

上級生に憧れる学校づくり 

＜その他の取組＞ 

・ 開かれた学校づくりでのディスカッション 

・ 小学生の一日入学での中学生の関わり 

・ 部活動における部の垣根を越えた相互交流  

 の取組 

                   など 

＜受講後の感想＞ 

・ 経験年数が長くなると新しいことに対して億劫になりがちであるが，生徒と同じように教員も成 

 功体験を味わうことで，意識の変化も生まれやすいと思う。 

・ 今やっていることをよりよくするための提案も，学校運営に参画していくことにつながると感じ 

 た。そのために，分かりやすく実践しやすい提案を考えていきたい。  

＜学力向上・学習習慣確立への取組＞ 

・ 研究主題「生きる力を高めるためのコミュ 
 ニケーション力の育成」 

・ はがき新聞，小社会ノートの取組 

・ 授業の様子の取材・報道 

・ 先進校への派遣，研修 

＜生徒が活躍できる場の設定＞ 

・ 新年度，組織職員会での所信表明 

・ ＰＴＡ総会での発表活動 

・ 生徒代表と教職員の合同会議 

・ ３年生から１，２年生へ進路についての 

 アドバイス 

 

リーダー性の養成 

上級生に憧れる学校づくり 


